
● 浸水リスクの備えを強化、ハザードマップを改定の上、市内全戸配布を実現

● 災害時の情報収集にドローン活用を実現。また救助や医療の物資輸送を提案

● ハマッコトイレ下水道管の耐震化・マンホール浮上対策を推進

● 上瀬谷地域を災害時の広域防災拠点や、新たな都市農業の展開などとして推進

● 災害時の災害ボランティアセンターの情報発信を提案し、実現

● 小児医療費助成の対象を中学３年生まで拡充し、一部所得制限撤廃を実現

● 学校施設・通学路等の全ブロック塀の改修を推進

● インターネットを活用した自殺防止対策を提案し、実現

● 市内鉄道駅のホームドア整備と相鉄・東急直通線開業後の利便性の向上を推進

● 市営住宅の高齢化対策を強力に推進

● 公共施設への再生可能エネルギーの普及・拡大に尽力

● 市民/事業者向け再エネ電気キャンペーンを強力に推進

● みなとみらい21地区と上瀬谷地域の脱炭素化の取り組みを強力に推進

防災・減災の政策で、災害に強い街づくりを推進！

子育てから高齢者世代まで、よりそい型の支援を！

SDGs未来都市として脱炭素社会の実現へ！
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地域実績ナンバーワン！安心を届けたい！

久保かずひろ氏を公認
横浜市議選・瀬谷区選挙区

初当選以降4年間の市民相談は１,１００件以上

　様々な声を カタチにしました！

久保かずひろプロフィール

●  生年月日：1973年11月生まれ　兵庫県神戸市出身。

阪神淡路大震災で被災し、自宅が全壊。家族を失うなかでボランティア活動に従事する。

●  党 役 職 ：党神奈川県本部青年局次長、党瀬谷支部支部長。

●  出 身 校 ：報徳学園高校卒業、神戸大学卒業。

●  職 　 　 歴 ：貿易関係企業、再生可能エネルギー関連企業勤務。2019年４月、横浜市会議員初当選。

●  家 　 　 族 ：妻と長女、長男の４人家族。

久保かずひろはSDGｓ達成を推進します。

小さな声を聴く力、声をカタチに！

久保かずひろ氏は
2020年8月、防災士を取得

2027国際園芸博覧会への取組み、脱炭素化の
実現を目指した緑あふれるまちをつくります

●自然を生かした上瀬谷のまちづくりを推進し、脱炭素化を進めます

●新たな桜並木、桜の憩いの場、桜の名所づくりを推進

●貴重な水辺空間である和泉川や既存樹木を生かした公園整備

●地区全体でグリーンインフラの整備や河川流域に６か所の

「雨水調整池」配置、道路の無電柱化を推進

●地域交通の維持・充実、新たな交通サービスの検討

●自衛隊・警察・消防等の活動拠点やヘリポートの設置を推進

●政務活動費の収支報告書の

ネット公開などを目指します

●新たな大都市制度

「特別自治市」の実現
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多様性を認め合い人権を
尊重する社会を実現します

●地域包括ケアシステムの構築・推進

●介護予防・健康づくり

●地域密着型サービスの充実

●認知症支援の拡充

高齢者の生活を支えます

●障がい児・障がい者福祉の一層の拡充

●女性の就労・起業・自立支援

●困難を抱える若者支援

●ヤングケアラー支援

●ひとり親家庭への支援の充実など
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感染症対策を推進
居住ニーズに対応する
住まいづくりを進めます

こども家庭総合支援
拠点機能の充実

●依存症・自殺対策の拡充

●虐待・ＤＶ相談支援センター

の機能充実など

●居住支援の推進

●市営住宅の再生

●総合的な空家等対策の推進

●救急・災害医療体制の充実など
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妊産婦・子育て家庭の支援を拡充

●小児医療費助成の所得制限の撤廃と１８歳までの対象拡大

●妊産婦から子育て家庭を支援

●母子保健コーディネーターの配置拡充

●横浜型子育て世代包括支援センターの機能を強化

●地域子育て拠点の整備など

●多様な保育ニーズへの対応など

豊かな心を育む教育を推進

●中学校給食の充実

●教育環境の整備、教職員の働き方改革

●教育分野のデジタル化・ICTの活用を推進

●特別支援教育の推進

●不登校児童生徒の支援
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風水害対策を進めます

●緊急輸送路ネットワークの強化

●無電柱化、橋梁および上下水道施設等の耐震化

●密集市街地の延焼遮断帯整備、建築物の耐震化

●公共建築物の天井脱落防止、ブロック塀の改修

●河川改修、雨水幹線等の整備、浸水対策など

●浸水ハザードマップや横浜市避難ナビ等の普及啓発

●防災教育の充実、地域防災拠点の機能強化

●災害時の要援護者等支援災害対応の充実

●避難行動計画（マイタイムライン）など災害

に強い都市インフラを平常時から整備

地震対策を進めます
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●ワクチン接種の推進

【新型コロナウイルス、肺炎球菌        
ワクチン、帯状疱疹ワクチン

おたふく風邪ワクチンなど】

●感染予防の充実、医療提供

体制の確保など

！


